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中 院 文 庫
　中院文庫は具平親王を遠祖とする村上源氏の流
れをくむ久我家第七代通親の五男通方を家祖とす
る中院家伝世の旧蔵書で，大正十二年住友吉左衛
門氏が姻戚関係の縁故で中院家より文書を含む典
籍千四十一冊を一括購入して本学に寄贈されたも
のである。その蔵書内容は室町末期より江戸末期
に及ぶ国学の註釈書，歌書を中心に元日節会次
第，除目部類，中院家拝賀記など中院歴世の朝儀
典礼に関する日記，書留，覚書および石清水関
係，加茂祭使記等社寺に関する宗教的行事，その
ほか当家装束記などの有職故実に関するものなど
多岐にわたっている。これらはほとんど自筆の原
本で占められ，当時の風俗史，文化史，あるいは
宮廷の行事または貴族の生活を知る上にも貴重な
研究資料となっている。ことに源氏物語，古今集
の註釈は中院の学祖と称せられる第十四代通勝，
その子通村，孫通純，曽孫通茂と続いて江戸末期
まで継承されてきたものである。
　通勝（轡鷲二讐讐〉は室町末期の国学界における
重鎮の一人であった。三条西実枝（三光院豪空），
細川幽斎らに師事し，宗祇，三条西家と続く正統
派源語学を受け継いだのである。また幽斎からは
古今和歌集の伝および秘奥を学び歌人としても当
時の歌壇に重きをなしていた。こうして中院家に
源氏物語，古今集の註釈書が家学として歴代世襲
されたのはこの通勝の基礎固めによるものと言っ
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